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2015 年 1 月 22 日 

 

第 15 期図書館協議会 第１４回定例会次第 

 

《議事録確認》 

 第１３回定例会議事録 

 

《館長報告》 

１．１２月３１日付け職員の退職について 

岸 孝子 中央図書館奉仕係 

 

２．平成２６年（２０１４年）第４回定例会 

＜一般質問＞ 

○おく栄一議員 １２月５日（金） 

３ 図書館に｢あかちゃんタイム｣を導入してはどうか  

（１）乳幼児対策は、どのようにされているか 

（２）課題はなにか 

 

 ＜文教社会常任委員会＞ １２月１１日（木） 

  ○第１０５号議案 平成２６年度（２０１４年度）町田市一般会計補正予

算（第３号） 

    ・（仮称）忠生図書館費 備品購入費 3,114 千円減額 

    ・図書館ＩＣタグシステム導入費 工事請負費 6,600 千円減額 

○第１１２号議案 町田市立図書館設置条例の一部を改正する条例につい

て 

○行政報告 図書館のリニューアルについて 

 

３．教育委員会  １２月１２日（金） 



  ＜報告事項＞ 

   ○「２０１３年度 町田の図書館」の発行について  ………（冊子） 

 

４．その他 

 ①図書館嘱託員（運転業務）の募集について 

  ・募集人数 １名 

・応募期間 ２０１５年１月２１日（水）～２月１日（日） 

 

《委員長報告》 

１. 生涯学習審議会報告                 ………資料 1 

 

《その他》 
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■議事録 

○山口委員長 それでは、定刻になりましたので、第15期図書館協議会第14回定例会を始

めたいと思います。 

 年が改まりました。１月下旬ですが、明けましておめでとうございます。今年もよろし

くお願いいたします。今年は、町田の図書館にとっては大きな出来事が幾つかございま

す。例えば、もう来月からですが、システム更改があります。ホームページもリニューア

ルということで、また図書館の新しい顔が見えるのではないかということで期待をする出

来事が１つ。それからもう１つは、今年の５月、忠生の新しい図書館が開館します。かつ

て日本図書館協会が町田10館構想を調査したことがありますが、現在７館ございます。１

つでも空白地域が減っていくということは一歩前進ですので、ぜひ新しくできた図書館も

含めて、図書館協議会としても市民、利用者の立場から図書館を守り育てていくという姿

勢で臨みたいと思います。また、去年の図書館大会で大変印象に残った言葉は、図書館協

議会は図書館とともに走るパートナーであると同時に、やはり協議会の委員も図書館の職

員も毎年毎年少しずつかわっていく訳ですので、かわったから仕組みも変わるのではなく

て、図書館の本質は変わらないように、うまく次の走者にバトンをつないでいけるような

活動を続けていければと思います。そういうことで、今年１年、ぜひよろしくお願いいた

します。 

 それでは、次第をご覧ください。まず議事録確認ですが、既にメール等で連絡が行って

いるかと思います。お手元に最終案が出ておりますが、今回も字句の訂正程度の修正があ

ったのみですので特に問題ないかと思います。特によろしいでしょうか。 

 それでは、議事録は確定いたしましたので、公開の手続をお願いいたします。 

 引き続きまして、館長報告に入りたいと思います。では、館長、よろしくお願いしま

す。 

○尾留川館長 明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

 昨年、議会の関係があって前回出席できなかったことについて、ここで改めておわび申

し上げます。今後、３月も日程的には厳しくなってくる可能性もありますので、またその

際には調整させていただきたいと思います。 

 では、次第に従って館長報告をさせていただきます。 

 まず１点目が職員の退職ということです。こちらに書いてあります岸ですけれども、視

覚障がい者のサービスの担当ということで、本人も視覚障がい者としてこれまで図書館に
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11年少し勤務してきて、その前は市庁舎、総務の方で勤めていたのですけれども、その

後、この退職まで勤めてきたということです。本来であれば３月末で満了で勧奨退職とい

う形をとれたのですが、本人の強い希望で12月末をもって退職したいということから依願

退職をしたという状況になっております。 

 ２点目が平成26年（2014年）第４回定例会の内容です。まず一般質問ですが、公明党の

おく栄一議員から図書館にあかちゃんタイムを導入してはどうかということでの一般質問

がありました。実はあかちゃんタイムというのは、東京都ですと、例えば杉並区から始ま

って、それ以外にも何区か行われているような状況ですが、実際には杉並区が具体的に市

民の意見を取り入れて始めているという状況です。内容としては、図書館にお母さんが赤

ちゃんと一緒に来たときに赤ちゃんが泣いてうるさくなってしまう、それを気兼ねしてな

かなか図書館に来られないということから、特定の曜日の特定の時間帯は赤ちゃんが来

て、別に泣いても、ほかの方はある意味でクレームを言わないようにというルールづけを

して、それをあかちゃんタイムと命名して導入している状況があるので、町田でもやって

みたらどうかというようなことです。 

 それに絡めて、町田における乳幼児対策はどのようなことがされているのか、それか

ら、仮にあかちゃんタイムを導入していくとしたら課題は何なのかということでのご質問

でした。こちらからお答えさせていただいたのは、基本的に乳児ですので、乳児が泣くこ

とは当たり前のことですから、全く放置するということではなくて、それなりに保護者が

あやしたり、相手をしたりしていても泣いている状況があることはほかの利用者にも認め

てもらいたいということでお話ししているということでお話ししました。結論として、特

別にあかちゃんタイムを設けるということは、その時間以外は赤ちゃんが泣いてはいけな

いみたいなイメージになってしまうことから、あかちゃんタイムを導入することはこちら

としては考えていないということでお答えしました。現実問題、杉並でもこれを導入した

後、特定の利用者の方から、では、この時間は乳幼児の声はしないのだなというような話

で念押しをされたということも取材はしましたので、そのようなことがないようにという

ことです。 

 乳幼児対策ということで、実際には、杉並区あたりですと、あかちゃんタイムを利用し

て、その時間帯で赤ちゃんに対する絵本の読み聞かせや手遊び等を行っていると。ボラン

ティアの方にその時間に来ていただいて、そういったことをされているということが報告

されているような話で説明がありました。各館において、あかちゃんタイムということで
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はないのですけれども、おはなし会や、場合によってフロアを活用して、少し赤ちゃんを

相手にお話をしたりということもやってきていますし、そういったことで対応していると

いうことでお話しさせていただいて、(2)の課題ですけれども、先ほど少しお答えさせて

いただいたとおり、導入ということではない考えですので、特にここの課題についてはお

答えしなかったという状況です。 

 続いて、12月11日に開催されました文教社会常任委員会です。ここにつきましては議案

が２点、行政報告が１件。議案につきましては、まず一般会計の補正予算です。内容とし

ては、忠生図書館の備品購入費の減額と。これは、忠生図書館の書架については備品とし

て設置する予定でおりました。その関係で入札を行ったところ、当初の価格よりも安い価

格で落札しましたので、その差額について減額をするものです。 

 それから、図書館のＩＣタグシステム導入費のうちの工事請負費、こちらについても予

約棚の受け取り部分の棚の設置の工事などについてやはり差額が出ましたので、減額を行

ったということです。 

 それから、次の第112号議案 町田市立図書館設置条例の一部を改正する条例について

につきましては、先ほど委員長からお話があった５月１日に開館を予定している忠生図書

館を条例に追加するということの議案です。 

 それから、行政報告が１件ですが、こちらは図書館のリニューアルということで、これ

までも議会には予算に絡めてＩＣタグの導入ですとか、さまざまな説明はしてきましたけ

れども、システム更改を含めた全体のリニューアルについては報告してこなかったという

経過がありますので、ここで改めて休館も含めてリニューアルの全貌についてお話しさせ

ていただいたところです。 

 ちなみに、今ここでの話ではないのですが、情報として、前にもお話しさせていただい

たホームページの関係のマイページの部分ですけれども、基本的な取り扱いとしてマイペ

ージは利用者が個人として管理することの徹底をすることで、一般的に、本人も含めてで

すけれども、開示の請求等があった場合に、こちらでパスワード管理をしませんので、パ

スワードがないことから開示ができないという取り扱いにしていくことになります。これ

はほかの、例えば場合によって刑事訴訟の関係があったとしても、こちらが管理している

ものではないということの中で、開示は行わないという方向での調整をしていくというこ

とです。 

 実際にそういった関係から、統計の情報についても余り詳細な統計はとれないというこ
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とで、例えば、ある３月末日段階でこのページを使われている方が何人いらっしゃるのか

程度の統計にとどまるということについてもシステムの仕様の中で話を詰めておりますの

で、細かく、例えば読書通帳的な利用が何件、何冊あるなどという内容については、現実

的にはシステムの方でも収集はできないということでの回答をもらっていますので、今の

ご報告した内容で進めようと考えております。 

 ３点目、12月12日に開かれた教育委員会ですけれども、こちらについては報告事項が１

点。まず、「町田の図書館」の発行ということです。お手元に「町田の図書館」をお配り

していると思いますが、「はじめに」ということで、表紙をめくっていただいたところに

私の方で毎回書かせていただいているということで、2013年度の取り組みということにな

りますので、こちらに主な取り組みについて書かせていただいていると。 

 １点目が第二次町田市子ども読書活動推進計画の取り組み。こちらが５カ年の取り組み

で2014年度が最終年度になってくるということです。その関係で第三次の子ども読書活動

推進計画の策定準備に入りましたということで、2013年度から準備に入って、現在2014年

度末ですので第三次については計画の策定はほぼ終了しているのですけれども、この段階

は2013年度ということですので、着手というお話をさせていただいています。 

 それから、町田市図書館事業計画、こちらも2013年度に策定をしましたので、その内容

についてお話をして、2012年４月に策定しましたので、13年度がこの計画に従って事業を

進めたということの説明をしています。 

 それから、先ほどからお話しさせていただいているシステムの更改に絡めた貸出サービ

スの自動化、セルフサービス化についてこちらの方でお話をさせていただいているととも

に、2014年度にかけて、館によって一時休館、これも既に終わったことですけれども、こ

ういったことについてご説明をさせていただいていると。 

 最後に、（仮称）忠生図書館の建設ということです。開館に向けということだけで、開

館日、もしくは開館の時期については、この段階では言及できていないということであり

ます。あくまでも開館に向け準備を進めているということでの説明になっています。 

 内容については例年と同じ、図書館の概要の説明、取り組みの説明と、資料編として統

計の情報を掲載しております。 

 それから、またレジュメに戻っていただいて、裏面になります。その他として、図書館

嘱託員（運転業務）の募集についてということです。こちらについては、移動図書館車の

運転業務なのですけれども、これまでは常勤の職員、もしくは再任用の職員、場合によっ
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ては再任用が終了した後、臨時職員として１年間従事してもらうというような形で対応し

てきました。この間、毎年ですけれども、総務担当と調整をしながら常勤職員の配置につ

いて、こちらの方でも要望して調整を行ってきたところです。今回については１名なので

すが、常勤職員の配置ができないということで総務の人事担当の方から回答があった関係

で、業務をそのまま停止する訳にはいきませんので嘱託員として募集することといたしま

した。その関係で、今募集を１名、応募期間を１月21日から２月１日までの間、採用は４

月１日からということで行っております。 

 これに関連して、ただ単に募集ということだけではなくて、やはり移動図書館車を運転

していただくというのは、運転業務だけではなくて、当然利用者に対するサービスもあり

ますので、そういったことがある程度できる方にしていただきたいことから、面接でもあ

る程度見きわめはしていくのですが、条件として１点目は、単に大型の車を運転している

ということではなくて、お客様を乗せて運転している運転手さん、その経験がある方とい

うことで、まず大型２種免許。それから、大型２種免許であって、かつ、一般的に言うと

路線バスなどになるのですが、交通事業者に５年以上お勤めになっていて、おやめになっ

てから５年以内の方。余り昔とった杵柄みたいな形で応募されてしまうと、こちらとして

も難しい点がございますので、そういった条件で今募集をかけているところです。 

 実際には、その関係で町田にかかわりのある３社のバス事業者のところに、私が直接本

社に出向いて人事の担当とお話をさせていただいたのですが、現実的には運転手さん自身

が今全体量が減ってきているということで、大型２種免許を取って運転手をやろうという

方が減ってきていて、どちらかというと60歳で定年になってもそのまま再雇用されるケー

スが多いようです。そういう意味では、バス会社間で競争が起きている状況だということ

もありますので、募集については予断を許さない状況になっていると。この間の募集を行

いまして、仮に応募で決まればいいのですけれども、そうでない場合にはまた追加の募

集、場合によってはその他の手だてを講じて、４月１日には確実に引き続き運行ができる

状況を確保していきたいと考えております。 

 私からの報告は以上となります。 

○山口委員長 引き続きまして、館長報告についての質疑に入りたいと思います。 

 １枚目、表側に戻りまして、１番目の職員の退職について、こちらはよろしいかと思い

ますが、どうでしょうか。 

 では、２番目の議会定例会の一般質問、あかちゃんタイム導入の件、それから、文教社
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会常任委員会での、これは忠生の、もしくはＩＣタグシステム導入についての予算案で

す。それから、忠生図書館設置による条例の一部改正、さらには行政報告となっておりま

す。ここら辺に関して、何かご意見、ご質問があればご発言をお願いします。あわせてマ

イページのご説明もありましたが、いかがでしょうか。 

 では、私の方から１点だけ。前から話題になっていますマイページの件ですが、利用者

が個人でパスワード管理することで、基本的に図書館側は開示請求等があっても対応はで

きないという仕組みで対応しようというお考えかと思うのですが、例えば、個人がパスワ

ードを忘れてしまった、再設定するなどという場合は、そのページの中の情報も全部消え

てしまうことになるのですか。それとも、それについては図書館側で今までの利用券のパ

スワード再設定と同じような対応をされるのでしょうか。 

○尾留川館長 パスワードの設定の方法は、ご自分でネットから設定していただくという

ことです。その際に、当然登録番号もありますし、生年月日ですとか、みずからの登録に

かかる基本情報を入力していただくことでパスワードの設定や変更ができるというシステ

ムになっておりますので、仮に忘れてしまった場合には、改めて登録情報を入力した上で

新たなパスワードを入れていただければ同じ情報にアクセスすることができるようになる

ということで、情報が消えてしまうということではないです。 

○山口委員長 そうしますと、完全に利用者がウェブ上からアクセスして、パスワードの

再設定も行うと。職員は全くそこには関知しない仕組みということですね。わかりまし

た。 

 あと、これはかなりテクニカルな問題かと思うのですが、データ自体は図書館に設置さ

れるサーバーの中に保存される形になるのでしょうか。 

○尾留川館長 今回はクラウドのシステムですので図書館内にはサーバーがございません

ので、メーカー、今回はＮＥＣですけれども、ＮＥＣが用意するサーバーの中に保存され

ることになります。 

○山口委員長 わかりました。クラウドということですから図書館内には全くデータがな

い訳ですが、そうしますと、逆にクラウドがどこまでセキュリティーがかかるのかという

懸念が消えない訳でもありません。少なくともプライバシーに関しては後退をしています

ということを利用者にはきちんとわかるように説明していただける何か配慮をいただけれ

ばと思います。最近はやはりセキュリティーの問題は関心が高まっていますし、特に検索

システムなどで個人の嗜好性をデータとして蓄積していくメタデータの利用というのが、
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経済界は利用を求めるけれども、一方では個人のプライバシーにかかわるということでか

なり問題になっていますので、そういうところにかかわりますと図書館としてもなかなか

大変な仕事になりますから、ぜひ自分で管理するのであれば、どのようになっているかと

いうことを説明していただければと思います。 

 私が聞いている範囲では、ほかの図書館でマイページを利用している人たちの話を聞く

と、やはり便利だということをおっしゃる方が多いです。ただ、便利だというのは、要す

るに表向きの便利さであって、そこに自分のデータを預けてしまうリスクは余り考えてい

ない方も多いようですので、そんなところも忘れずに見ていただけるようになればと思い

ます。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

○鈴木委員 運転業務の移動車というのは、運転手とそのほかに職員の方がいらっしゃる

のでしょうか。 

○尾留川館長 移動図書館車を運営して乗車する職員ですけれども、当然運転に運転手１

名、それ以外に職員、嘱託員のいずれか、もしくは双方２名ということで、３名乗車で業

務を行っております。その中の運転手ということです。ただ、運転手であったとしても、

実際にはそれぞれのサービスのポイントに寄って利用者に貸出のサービスを行ったり読書

相談のサービスを行うことは行っていますので、運転だけではないということでございま

す。 

○鈴木委員 やはりハードルが高いというか、普通のバスを運転していた方に少し教育で

はないですけれども、する必要がある訳ですか。 

○尾留川館長 現実的には、これまでも、ここのところもそうですけれども、ほかの部署

で運転業務を行っていた市の現業職員が図書館に異動になって移動図書館車を運転してい

る事例もかなりありますし、やはり配属されてから研修を受けたり、実際に現場に携わる

ことで習得していくことができると思います。ただ、問題なのは、ただ運転すればいいや

と思われてしまうと、そこはかなり実態と違ってきますので、少なくとも接客を行います

ので、その接客の基本的な対応ができるというところはある程度確保していきたいのがこ

ちらの意向です。 

○鈴木委員 わかりました。 

○山口委員長 １つ前に戻りまして教育委員会報告の方で、今日、冊子「2013年度 町田

の図書館」の発行についてということで配付されまして、先ほど館長から「はじめに」の
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ところでポイントの説明がありました。こちらにつきましては何かご意見等はございます

でしょうか。 

 「はじめに」のところで、ちょうど今年にかかわることが幾つか出ていましたけれど

も、例えば、子ども読書活動推進計画、来週ちょうど会議が火曜日にございますが、新し

い活動に入るということですので、協議会としても関連する問題は後で議論をしたいと思

っております。それから、事業計画、さらには貸出サービスの自動化、セルフ化、これが

今年ＩＣタグやシステムのリニューアルとともに動くことになっております。2015年３月

からという予定で、これは日程どおりに今動いているということでよろしいでしょうか。

これについては協議会の中でも、例えば本当に自動化でサービスが向上するのかなど、問

題はないのかということで委員の皆さんからいろいろとご指摘のあったところです。今既

に計画が動いておりますが、逆に３月以降、どのように運用されていくかという点で、ぜ

ひ協議会の方にも逐次情報を上げていただければと思います。また、我々も利用しなが

ら、改善すべきところがあればぜひ提案をしていくという形でこの件については対応して

いきたいと私は考えております。 

 この件は、あと何かご意見はよろしいでしょうか。「町田の図書館」、この冊子全体は

大部なものですので、ぜひご覧になって、また次回の協議会の席上で何かご意見がありま

したらご発言いただければと思います。 

 先ほど運転業務の募集の件がありましたが、図書館業務の方の嘱託員の募集は、今年度

はどのようになっているのでしょうか。 

○尾留川館長 今年度、特に今年度末で本人の希望により退職する、それによって減少す

る嘱託員が２名おられます。ただ、今回につきましては４月に採用を行っても、システム

更改の後、それから、忠生のオープンですとか、そういった作業で着任後の研修の日程が

なかなか組みづらい状況がありまして、採用の時期を少しずらして７月ないし８月採用と

いうことで準備を進めていきたいと考えています。 

○山口委員長 そうしますと、その時期が近づきましたらまた採用の告知が出るというこ

とですね。わかりました。 

○中林委員 済みません、さきに戻るのですけれども、１番目の岸さんがおやめになると

いうことで、そのかわりに新しい方がいらっしゃるのか、それとも今まで障がい者サービ

スの担当をしていらした方が引き続き１月１日以後やるということでよろしいのですか。 

○尾留川館長 岸さんについては、市の定員管理上は定員外という扱いになっておりまし
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て、１月１日から３月末日までは特に補充はない状況です。ですから、現在はそれ以外の

メンバーがこれまで岸が行っていた業務を引き継いで行っている状況です。 

○中林委員 特に利用する方たちにとって変化などはない訳ですね。 

○尾留川館長 大きな影響はないと思います。ただ１点だけあるのは、やはり点字に関係

するところです。点字を書くことは誰でもできますけれども、当然点字のルールに従えば

いいのですが、点字を読むことについてはなかなか慣れている職員がいないこともあっ

て、そのあたりのところについては多少影響が出てくるかと思います。ただ、現状、点字

についてのサービスが以前よりもかなり少なくなっている、需要が減ってきている状況が

あるので、大きな影響はないと思います。 

○中林委員 わかりました。ありがとうございました。 

○山口委員長 それでは、館長報告については以上ということで終わりたいと思います。

また後で何かございましたら、その他のときにお願いいたします。 

 引き続きまして、委員長報告を私の方から１件させていただきます。 

 別刷りの資料１をご覧ください。今週の火曜日ですが、１月20日に本庁舎で第５回の生

涯学習審議会がございまして、その報告です。第３回、第４回と町田における地域活動に

関するいろいろな取り組みについて生涯学習の観点から話を聞こうということで、前回な

どはシルバー人材センターやさがまちコンソーシアムから報告を受けたのですが、今回が

最後でして、今回は市民部の市民協働推進課の方に町内会、自治会の現状と、それについ

て今どのようなことに取り組んでいるのかという報告を受けました。それにつきまして、

それまでのヒアリングを通してグループ討議ということでやってまいりました。 

 今回、町内会・自治会組織についての報告と、それをめぐる地域内でのネットワークづ

くりというのは生涯学習という観点からも関連があるということと同時に、図書館にも大

なり小なりかかわりが出そうなところですので、レジュメの方に簡単にポイントをまとめ

て報告させていただきます。 

 当日は市民部の方からパワーポイントを使った20分ぐらいの報告でしたけれども、ポイ

ントとして私たちも認識しておいた方がいいと思うのは、まずその下のアンダーラインの

ところです。町田市の町内会・自治会組織、図書館協議会などでも市民に情報を伝えると

いうときに、やはり自治会組織だけでは足りないのではないかということは前に議論にの

ったことがある訳ですが、現状では加入率は55.51％ということで、半分少しと。年々こ

の率は下がっているのが現状のようです。実際に自治会等の団体の規模が多いところでは
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4000世帯というのもあるのですが、少ないところでは６世帯と。流れとしては、細かく分

けないでだんだんまとめていこうという方向で市民協働推進課の方は考えているようで

す。ただ、これは一方では町内会、自治会のお考えもありますから、必ずしもそのように

まとまる訳ではありません。 

 こういった状況から今後何をしていこうかと。現実にもう動いているようですけれど

も、既存の町内会、自治会のような組織を地域コミュニティーという捉え方をしていま

す。これは地域住民の生活全般にかかわっている団体、そのまま町内会、自治会になりま

す。それに対して、一方ではテーマコミュニティーという概念が出されまして、これは福

祉、防災、教育、または環境など、文化も入ると思いますが、専門分野で活動している団

体、青少健や民生委員児童協議会、高齢者支援センター、小中学校、さらには各種ＮＰＯ

団体。私はＮＰＯだけではなくてＮＰＯに入らない市民運動体も入るだろうということは

発言しておきました。 

 そういう組織が、例えば地域の問題で両者が連携することで情報を共有して活動を活性

化したり、人材発掘をしたりというのが可能ではないかという発想のもとに地区協議会を

次々と設立しようと計画しているそうです。現実に、もう地区協議会は幾つかできていま

す。まだ計画段階のところと、もう機能しているところとあるようです。そこを中心とし

て町づくりや地域の課題に取り組む仕組みをつくっていこうと。 

 では、それに市はどうかかわるのかといいますと、市民協働推進課はあくまでも支援と

いう立場で、例えば地区協議会設立の際には話し合いなどの手伝いをする、または実際に

地区協議会が設立されますと、その活動の支援ということで、まずは地区担当職員という

ものが配置されるのだそうです。それから、地域活動室の設置、実際には市民センターな

ど、そのような公共の場所に地区協議会のメンバーが利用できるスペースを設けるという

ことだそうです。さらには、地区予算の交付というので、その活動にかかわるお金を財政

面から支援する。事業費については出すけれども、口は出さないというスタンスだと説明

を受けました。 

 これについても生涯学習審議会の委員の中からいろいろと意見は出ておりまして、例え

ば、町内会、自治会という枠組みだけで地域を捉えるのはどうなのだろうかと。やはり加

入していない残りの45％の市民をカバーする方策は考えないといけないだろうとか、あと

は、これは私の方から言ったのですが、やはり情報がきちんと流れないとだめだろうと。

回覧板で回しても、なかなかそれが情報に埋もれてしまう。むしろ必要なときに必要な情
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報が必要な人に渡る仕組みづくりをお考えになるといいのではないでしょうかということ

で、図書館がその点では役に立ちますよということをつけ加えておきました。 

 その後、グループ討議に入りまして、まだ今議論がいろいろ出ている最中で、次回、２

月に予定されていたと思いますが、グループ討議をまとめて次の活動に入ろうということ

になっております。またそれは次回の協議会のときにご説明したいと思います。 

 幾つか私も発言させていただいた訳ですが、やはり公立図書館の立場から、または利用

者の立場から見るとということで２点指摘をしておきました。 

 まず１点は、町田は公民館が１館しかありませんで、これは生涯学習審議会の中でも各

委員がそこをよく自覚し、かつ問題視しているところです。ですので、本当は１館しかな

いことは非常に問題なのですが、現状においては、図書館は生涯学習の拠点として重要な

のだから、それをどう生かしていくかは考えるべきだということを言っておきました。も

ちろん、公民館が集団学習、グループ学習であるのに対し、図書館は個人学習の場であり

ますから全く同等視することはできない訳ですけれども、公民館がないということは、や

はり生涯学習の活動をする場所がないことになりますので、そこら辺をどう考えていくか

を今後の課題にするように説明をしておきました。 

 ２番目として、先ほど申し上げましたように、生涯学習や町内会・自治会活動、ともに

情報が必要な市民に必要なときに提供し、きっかけづくりが大切ではないかということ

で、公立図書館は地域の情報拠点と、これは文科省なども先ごろ言っておりますけれど

も、その点からすると活用の余地はあるということを申し上げました。具体的な事例とし

て海外の事例や、さらにはインフォメーションファイルということで地域情報をファイル

資料でまとめたり、またはホームページなどで提供する、例えば健康に関する情報、あと

いろいろな地域の生活にかかわる情報をまとめたファイルを作成するなどという取り組み

も現実の図書館で行われていますと。あとは、町田にもありますけれども、地域資料。地

域資料は文化や歴史だけではなくて、むしろ現在の市民生活に役立つ情報という捉え方を

しておりますから、そういうところをあわせてお考えになるといいのではないですかとい

うことを発言しておきました。 

 このように、生涯学習審議会の中でも生涯学習にどのように取り組んでいくかという中

でネットワークの必要性が共通の理解になりつつありますので、そういうときに図書館と

しての役立つ部分はぜひあるのではないかと思うので、そこら辺は今後とも注視していき

たい、必要があれば積極的に発言をしていきたいと考えております。 
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 委員長報告は以上です。来週の火曜日に子ども読書推進会議がありますが、それにつき

ましては、また次回の定例会のときにご報告したいと思います。 

 この点につきまして何か質問等がございましたら、お願いいたします。 

○多田委員 質問ではないのですけれども、「町田市の町内会・自治会組織の現状と協働

による地域社会づくり」の下に「町田市の町内会・自治会組織（現状と課題）」とあるの

ですが、これだけ書いてあるのを見ると、若いファミリー向けの住宅というか、自治会

と。私が住んでいるところはほとんど高齢者です。自治会がつくられていても、かなり長

い間自治会として活動はしていて、町田市から表彰状を受けたりもしている自治会なので

すが、そのまま高齢者になりましてほとんどが高齢者という形の自治会であります。現状

と課題といって、これから地域のテーマコミュニティーというところには、高齢者に対し

ては余り向いていないような、若いファミリー層向けにはこれからのこういったものが必

要になってくるのではないかと思うのですけれども、年齢が上がってくると、このネット

ワークの必要性、仲間に入るのは少し厳しい面があるかと思います。現に今私がいる自治

会ではほとんどが高齢者なので、一部の若い人で中身を回している形になっているので、

このコミュニティーづくり、ネットワークづくりの中に入って取り組むことはすごく難し

い点があると思いました。 

○尾留川館長 今、図書館担当部長をしておりまして、その前が福祉の部長もやっていま

したし、その前にこれの大もとになる以前の基本計画を策定した人間でもありますので。

今、多田委員がおっしゃられたコミュニティーの成員、そこに入っている方が活動される

方という定義でいくと今の話になってしまうので、そうではなくて、コミュニティーの中

で、ある意味で助けられる側の人だと捉える、そこの部分もメンバーだという考え方をと

らないと、自治会、町内会の高齢の方はどんどんやめていってしまう。一方で、やめてい

った方の、例えば震災が起きたりしたときの救助や、場合によっては寝たきりの方もいら

っしゃるので、そういった方を２次の避難施設に移送するための情報の管理も実はコミュ

ニティーが行っていくことになっているのです。 

 そういった意味で、結果的には民生委員さんが行うような状況になってしまうこともこ

この中で解決していこうということにはなっています。ですから、現状の自治会、町内会

では、言い方は変ですけれども、役割を担えない人は、みずからが担えないので辞退した

い、やめたいというような動きになってしまっているのが現状であることは確かなのです

が、逆にそういった方だからこそ公とのかかわりの町内会の中に入っていただかないと支



13 

 

援の手が差し伸べられない実態があるのだということを自治会の方もお話をして、理解し

ていただくことをこれでやっていこうということにはなっていると思います。 

○多田委員 今のお話が直接公立図書館の地域情報の拠点として役立つというのにつなが

るかどうかは自分の中ではよくわからないのですけれども、今館長のおっしゃったような

お話はよくわかるのですが、私が住んでいる地域では、高齢者の方がもうできないのでや

めたいとおっしゃられる方はいなくて、逆に一部分の若い人の負担が増えてしまって、若

い人たちはほとんどが今仕事をしているので、申し訳ないけれども、仕事をしながら高齢

者の面倒を見るのは非常にきつくて、私が住んでいるところでは若い人たちがやめたいと

いう逆な感じがあるので、それ以上に今度こういった負担が増えていくとなると厳しいと

思いました。 

○尾留川館長 そういったことから、ここに書いてあるテーマコミュニティー、特定のテ

ーマで活動している団体の方たち、例えば、高齢者に対する支援をやっている方たちがそ

こを専門にしてその地域の中に入っていく、この地区協議会の中では、自治会、町内会の

方だけではなくて、そういった方たちが入って、地域の地縁組織の方たちはそういったこ

とを専門にやることももちろんできませんし、かといって、そこに注力すれば当然自分の

仕事にも影響が出てしまう状況になりますので、そこを行政も含めて何とか緩和してい

く、もしくは役割の担い方を柔軟にしていこうというのが１つあります。 

 あと、委員長の中で公立図書館が地域情報の拠点としてという話ですけれども、こちら

についても図書館事業計画の中に地域の支援という言い方で、図書館は情報の拠点です

が、こういった活動の後方支援という位置づけにしています。特に情報的な部分、ここに

書いてあるような地域の資料を、実はなるべくデジタルアーカイブにして付加価値、活用

できる状況にしていって、地域の実態やさまざまな統計の情報も含めて、地域の人たちが

自分たちの地域が今どういう状況になっているのかがわかるようにしていく、それを支援

していくのが図書館の役割だと考えています。 

 ですから、そこの中に直接、例えば高齢者に対する支援を行っていく役割ではなくて、

今の段階では、そういったことを見据えながら議論されるための素材を情報として提供し

ていくのが図書館であると考えている状況です。 

○多田委員 それはとてもうれしいことです。 

○山口委員長 よろしいでしょうか。今館長から説明がありましたけれども、図書館のみ

ならず生涯学習という観点から、例えば、今市民協働推進課の方で動かしている動きで
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は、福祉や防災などの実際の生活を念頭に置いた活動を意識して計画を立てられている訳

ですけれども、生涯学習審議会の方では、むしろ生涯学習もそういう点でかかわるだろう

と。ですから、市民生活をしていく中で、やはり自分で学習をする、または教育を受け

る、またはレクリエーションとして情報を得るのは権利としてあると思いますし、図書館

法の中でも、公立図書館は市民のさまざまな活動を支援する中でレクリエーションに資す

るという、1950年代当時の法律文言としては大変革新的な１文が入っている。そういうこ

とを考えますと、こういった地域に関する動きを考えながら、見据えながら柔軟に図書館

の方も仕組みをつくっていくことが必要なのかと思います。 

 そういう意味で、まずは情報提供を、先ほど館長が言われましたけれども、実際にイン

フォメーションファイルのような取り組みは行われている訳で、むしろそれをデジタル化

するのと同時にアナログの方法で、つまりデジタルデバイド、情報格差の中で漏れ落ちて

しまう人にも効率よく提供できるようにする。図書館は土曜も日曜もあいているところが

逆に強みですから、そういう点で何か役立つだろうし、また、情報を扱うという点でいえ

ば図書館はプロ集団のはずですから、それを生かせるようにする点でも役立つ点はあるの

ではないかと私は思います。だからといって全て理想でいきますと、これは人やお金の問

題もあると思うので、まずはできるところから少しずつ考えていくということだろうと考

えています。 

○久保委員 質問ですけれども、この審議会の中で地区協議会の財政面からの支援という

のは具体的に報告はあったのでしょうか。具体的にどのように支援をするのか、金額はど

のくらいかなど、具体的なことの話はここで出たのでしょうか。 

○山口委員長 ありました。事業費として100万円と説明をされました。あとは、自治会

や町内会を含めた成員数に応じてあんばいするのは今後の課題のようでして、そういう事

業費で考えて動いているという説明でした。まだ始まったばかりでして、地区協議会が最

初に設立されたのは昨年の４月25日で小山地区です。その後設立したのが、大体今年に入

ってからが多いのですが、玉川学園、南大谷は２月ぐらいに予定されているようです。鶴

川も２月、木曽も２月。町田の中心部が２つに分かれていまして、町田第二地区というの

は中町や森野です。こちらは12月17日に設立。相原が２月19日。そこまでが決まっている

ところで、あとは南地区や高ヶ坂、成瀬。町田第一というのは原町田です。それから、忠

生については設立のスケジュールは未定ということですが、今準備に向けて会議を進めて

いる状況です。 
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 ですので、提供された資料の範囲でいうと今年の３月か４月以降になるかと思うのです

けれども、そこまでに各地域に地区協議会が設立されると、今度はその地区協議会全体を

まとめた協議会ができるという流れのようです。これについては生涯学習審議会の中で

も、町内会だけでも意外と仕事が多いから屋上屋になるのは避けてほしいということは強

く出ていました。ですから、組織をつくって、さらに上につくって、上につくってとなる

と、それでは逆に負担になるからといって出ていってしまうのではないかという指摘もあ

りました。それについてはいろいろとまた調整をしていくという説明で終わっておりまし

た。 

 ほかにいかがでしょうか。この件はよろしいでしょうか。 

 それでは、委員長報告は以上といたします。 

 その他が１件ございます。第30回団体登録利用者懇談会、ホチキスでとじた議事録がご

ざいます。でき次第、協議会の方へお願いしますとしていたものが来ております。今後の

議論の中で必要になるかと思いますので、今この場では読み切れませんから、ぜひ後で読

んでいただいて次回の協議会等でご質問をいただければと思います。よろしいでしょう

か。 

 では、引き続きまして、前回の協議会で決まりましたが、本日から、図書館における地

域活動、おはなし会等への支援ということで、次の外部評価が始まる前までの時間を利用

して、数回ございますので、協議会の中でも地域文庫やおはなし会にかかわっていらっし

ゃる委員さんもいれば、私もかかわっていないですが、全くかかわっていない委員もおり

ますので、まずは図書館が地域文庫やおはなし会とどうかかわっているのか。さらには、

おはなし会には学校図書館もかかわってくるかと思いますので、それぞれのセクションに

ついて委員の中からご説明をいただいて、まずは町田市の現状を把握しながら、その中で

課題点を協議会の中で見定めていこうと。できればそれについて提案もまとめられればと

いうことで、これから数回にわたって議論を進めていきたいと思います。 

 今回は、まず地域文庫への支援ということと、おはなし会ということで、柿の木文庫の

鈴木委員とＮＰＯ法人まちだ語り手の会から砂川委員、お２人に現状と、あわせて課題が

あれば課題点をご指摘いただこうということで資料を用意していただきました。 

 それでは、鈴木委員からお願いできるでしょうか。 

○鈴木委員 現状と私の個人なりの提案書が２枚つづりになっている分と、この中で参照

していただきたい資料が1)、2)、3)と３枚あるのですが、合わせて５枚の今回の内容で
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す。ほかのものはほかの委員の資料なので、この５枚を見ていただきたいと思うのですけ

れども、評価の中でもいろいろ話が出ていた、図書館と地域文庫が一体となって地域にお

ける子どもたちの読書推進という重要な役割を担っていることが定義されているので、そ

の役割を果たすためには資料や情報、施設などの提供を通じて、その活動が一層活発にな

るようにということも書かれていると思うのですが、それを具体的に現状から見ていきた

いと思います。 

 柿の木文庫では、1984年に始まって30年間、鶴川地域で文庫活動とおはなし会活動を続

けてきました。年度によって少しずつ活動は違うのですが、この数年間の活動でいくと、

小さい子ども、地域の保育園や子どもセンターでのおはなし会の要望も増えて、文庫だけ

でなく外に出ていって活動することもとても増えています。今回、多摩地域、館長の方か

ら依頼が来ている調査でまとめてみたのが資料1)ですけれども、110回から120回ぐらい

で、学校などに行くと１回につき５日間から２週間近く行く学校もあるので、１回でも何

日間と数えると130日以上ぐらいおはなし会活動をしています。そういう状況で、要望さ

れることはとてもうれしいのですけれども、それを今後も市民の要望どおりスムーズに進

めていくためにはいろいろな課題があります。 

 具体的には、情報提供という点と施設の提供という２つの面から検討していただきたい

と思います。情報提供では、地域文庫や読書会を利用したい側と、ボランティアとして活

動したい人、団体がそれぞれ活発に活動するために、これらの人や団体をつなぐ図書館が

情報の提供をしてくださることを希望しています。現状としては、３つそこに書きました

けれども、情報交換の場というのが、今図書館で行われているおはなしボランティア懇談

会があるのですが、それはおはなし会の終了後、３時からやって４時ごろに終わるのです

が、その後の５時までの間に自己紹介をして、図書館のおはなし会でこういうことは守っ

てほしいなど、いろいろなお約束事があって、そういう話をされた後に質問などの時間に

なって、質疑応答に追われて大体時間が来てしまうのです。ですから、さっき言ったよう

な参加者の情報交換などの時間がほとんどありません。それが情報交換の現状です。 

 それから、宣伝媒体による利用者への情報提供とか、お互いの情報提供という点です

が、今、市民の人は、地域文庫や読書会がどこにあって、どのような活動をしているかな

どの情報が、図書館のホームページでも、図書館が発行している印刷物でも特に置かれて

いるものとしてはありません。それを補うために鶴川地域では柿の木文庫でつくっている

ものが、資料2)を見ていただくと、この文ですが、柿の木文庫と鶴川の２館、それから大
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蔵保育園とつるっこという子どもセンターで月に２回しているおはなし会の日程と地図も

入れて、連絡先も入れたものを年に２回、前半後半と６カ月間ずつ予定をつくって、それ

ぞれのところにこちらの費用で置いています。それが情報提供の現状です。 

 ３つ目は、ボランティア養成講座の受講生には町田で活動しているボランティア団体の

情報がほとんど提供されていません。文庫ができた30年ぐらい前には、図書館のおはなし

ボランティア養成講座で地域の文庫やまちだ語り手の会の活動の紹介があり、図書館も地

域で勉強しながら活動することを積極的に進めてくださっていたので、そういう受講生が

柿の木文庫や語り手の会に入って、それぞれの会も充実しつつ受講生も勉強ができたと思

うのですが、いつからかははっきりしないのですけれども、受講生でグループをつくって

活動することを図書館の方として奨励されるようになって、それぞれの受講年度ごとにグ

ループができて、文庫等の紹介はなされなくなりました。それで、受講生がこちらに入る

ことがほとんどなくなりました。資料1)にあるような活動を今後続けていくのが少し今難

しくなりかけています。昨年度は、おはなしボランティア講座担当の方に、柿の木文庫な

ど私たちだけではなくて、いろいろな団体の紹介もしてくださいといって、柿の木文庫の

紹介の１文も配っていただくことができて、それが資料3)の「柿の木文庫の仲間になって

ください！」というプリントですけれども、これを配布してくださったのですが、ほかの

団体の紹介もされたかどうかはわかりません。今年度は昨年度よりも開催時期が早くて、

昨年度は１月ぐらいまであったのですけれども、今年度は12月にまとめて終わってしま

い、お願いもできないまま講座が終了しました。 

 現状がこの３つに対して、具体的な提案として２ページ目ですけれども、おはなしボラ

ンティア懇談会をおはなし会終了後ではなくて、２時間ぐらい午前や午後に時間を確保し

て、図書館のおはなし会だけではなくて、図書館を中心とした地域のおはなし会の開催の

ために協力し合う団体の懇談会として、相互の情報交換と協力のための相談の場になった

らいいと思います。 

 それから、２番目の情報提供ですけれども、図書館のホームページが今度新しくなるの

を契機に、ホームページでも地域のいろいろなおはなし会や文庫の情報を載せていただい

て、団体がホームページを持っていればリンクができるように、どこでもするというので

はなくて、図書館のおはなし会のボランティアに登録している団体などに限れば、何でも

オーケーとなったらそれはだめだと思うのですけれども、そのようにリンクもできたり、

印刷物も図書館主体で、先ほど資料でお配りしたようなものがもっとほかの団体も含めて
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地域ごとに発行されればいいと思います。 

 それから、新しくボランティアとなる人たちに図書館として、ほかのそういう活動をし

ている団体も紹介してくださって、一緒に勉強をしたらどうですかということで、既存の

ところも一緒に、新しくどんどんつくるよりも、そういうこともやっていっていただける

といいと思います。 

 今は情報提供のことだったのですけれども、２番目の大きな課題として施設の提供とい

うことがあります。子どもたちにとっては図書館主催のおはなし会も文庫主催のおはなし

会もお話を聞く機会としては同じなので、地域文庫主催のおはなし会に図書館のおはなし

会室も使わせていただけるとありがたいのですが、現在は、図書館は貸し館をしないとい

う原則があって、図書館とボランティア共催のとしょかん子どもまつりのとき以外は図書

館のおはなし会室は使えない状態です。 

 柿の木文庫では、ふだん水曜日がおはなし会の日ですけれども、幼稚園、小学生の子ど

もたちは今水曜日はすごく忙しくなっていますので、そういうところに来られない子ども

たちにもお話を聞く機会をということで、1994年以来、学期に１度の土曜日に地域の、う

ちの方だと鶴川市民センターなど、つるっこができてからはつるっこなどでもやってきま

した。鶴川駅前図書館がせっかくできたので、あちらの地域の子どもたちにもおはなし会

をしたいと思って計画したのですが、おはなし会室が使えなかったので、その下にプレイ

ルームという部屋があるのですけれども、そこは小さな20人という定員でも3000円と結構

高いです。そういう使用料を払ってプレイルームでしたのですけれども、なじみがない地

域ということと、図書館で私たちがおはなし会をするということを、チラシをお願いした

のですけれども、出し忘れてしまったということもあったり、会員の人たちも知らなくて

子どもたちにも全然声をかけていただけなくて、本当に数名しか参加者がなかったという

こともあって、とても残念な思いをしました。その後の駅前図書館との話し合いで、おは

なし会室を使うことは難しいけれども、今後、宣伝の協力はするという約束はいただきま

した。 

 この件に関しては、具体的には子どもまつりのように図書館とボランティアのよいコラ

ボレーションができているので、今年も子どもまつりでは柿の木文庫が駅前図書館のおは

なし会室でおはなし会をできることになっていますけれども、このようなおはなし会をふ

だんの活動でもできたらいいと思っています。図書館のおはなし会にボランティアとして

登録している団体は図書館と一体になっていろいろなことをするので、そういうところに
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は施設の提供もしていただけたらいいと思います。 

○山口委員長 ありがとうございました。柿の木文庫の実際に活動されている中からのご

報告ですのでいろいろと生々しい状況がわかった訳ですけれども、幾つか問題点も整理し

てくださっていますので、情報提供の面とか、あと施設提供の面が大きなポイントなのか

と思います。 

 １点１点ではなくて、砂川委員の報告を伺って、まとめて質疑をということでよろしい

でしょうか。 

 では、引き続きまして、砂川委員、お願いいたします。 

○砂川委員 それでは、資料を用意しましたので確認をお願いします。会の紹介用のリー

フレット、こちらは後でご覧ください。あと、１枚、表裏になっています2013年度の事業

報告書と、2013年度に伺った学校のおはなし会の記録が１枚、あと、見本ですが、卒業生

に贈る「６年間のおはなしのリスト」、資料は以上です。 

 今回は、会の活動を簡単に紹介させていただきます。ＮＰＯ法人まちだ語り手の会は、

地域の子どもたちに昔話に潜む力と肉声が持つ力を伝え、子ども時代を楽しく健やかに育

ってほしいと願って学校での語りの出前を中心に活動を続けています。1983年に開かれた

公民館主催の語りの講座の受講者を中心に、翌年、1984年、当時既に活動されていた地域

文庫の関係者とともに任意団体として活動を始めました。その後、2004年にＮＰＯ法人の

認証を得て、昨年30周年を迎えました。その間にニーズが多様化して、おはなし会の場が

乳幼児からお年寄りの方々まで広がっています。 

 事業報告書を見ていただくとわかると思いますが、定期、不定期にさまざまなおはなし

会を開いています。また、2013年度にはなかったのですが、語り手の養成講座の開催など

も開いて、語りにかかわる事業を展開しています。ですけれども、やはり子どもに物語を

届ける本を手渡すことが会の大きな柱であることには変わりがありません。授業時間をい

ただいての語りの出前は、1985年から始まって先生方や保護者の方々の口コミで現在まで

続いています。まちだ語り手の会で伺っている市内の小学校は十五、六校ですが、地域で

活動されている柿の木文庫さんやおはなし玉手箱さん、ほかにも語りの出前をされている

グループがありますので、町田の小学生の半数以上は学校でおはなし会に出会っていると

思います。 

 また、１年生から６年生まで全学年で取り組みをしてくださっている学校には６年間に

聞いてもらったお話のリストを作成し、卒業時に贈っています。この中の１つでも２つで
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も心に残り、思い出して本を手にとってくれたらいいなという思いから毎年贈っていま

す。 

 このように、お話を届けることは積み重なっているのですが、やはり市民ボランティア

の立場では、一番大事な本を手渡すというところが不十分になっていると思いますので、

ボランティアと図書館と学校図書館や児童館、お年寄りの介護施設などが連携を深める方

法をこれからご一緒に考えていただけたらと思っています。 

○山口委員長 ありがとうございました。ＮＰＯ法人まちだ語り手の会の活動についてご

報告いただきました。また、配付された事業報告書の方でかなり詳細に、年間の活動はか

なりの量かと思いますが、出ております。 

 先に１点だけ私の方から確認ですが、今日ご報告いただいた事例の中でということにな

りますが、まず鈴木委員に、柿の木文庫は現在何人ぐらいで運営をされていますか。 

○鈴木委員 20名ちょっといるのですが、実際に活動しているのは10名ちょっとです。 

○多田委員 会員としては20名……。 

○鈴木委員 今年はちょっとできないなどという方も結構あって、実際に活動しているの

は10名ちょっとです。 

○山口委員長 その10名の方が、先ほどの年間130日程度の学校へのおはなし会などをさ

れているという形ですね。 

○鈴木委員 それも何人かは語りをしないという会員もいて、学校の出前に行ったりする

のは本当に六、七名ぐらいです。 

○山口委員長 ありがとうございます。 

 同じ質問を砂川委員にもしたいのですが、いかがでしょうか。 

○砂川委員 会員は70名ほどです。 

○山口委員長 この事業報告書にあるような実際に語りのための活動は70名全員でフルに

動かれるのですか。 

○砂川委員 いえ、やはり語りはしないで聞くだけという方もいらっしゃるので、３分の

２ぐらいが活動していると思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。なかなか厳しい状況がかいま見られる数字だなと

私は今思いました。 

 お２人のご報告について、この後フリートークという形にしたいと思いますが、ご意

見、ご質問などがございましたら各委員さんからご発言いただければと思います。いかが
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でしょうか。 

○清水委員 今、砂川さんの方で本を手渡すことが語り手の会さんとしてはまだこれから

の課題だとおっしゃっていましたけれども、そこら辺のところを具体的に教えていただけ

ますか。どういうところでそのように感じられるかというところを。 

○砂川委員 学校でおはなし会をするときに、プログラムをまず組んで、１クラス３人ほ

どで伺うのですが、語りを約３つ、それから、45分授業をいただくので、その残りの時間

と言ったらおかしいですけれども、プログラムの中で絵本を紹介したり、詩を紹介したり

します。その関連の本を子どもたちに楽しんでいただけたらということで、個人的に自分

が語った資料は用意しますけれども、それは子どもたちに、この本からお話をしましたよ

という紹介だけになってしまうので、もう少し季節の絵本だとか、関連の科学の本だと

か、それから、詩の本もいろいろありますので、そういう本を楽しんでいただけたらもっ

と読書活動が進んでいくと思うので、その辺もやはり課題だと思っています。 

○鈴木委員 図書館のおはなし会が必ず関連本などを図書館の会員の方が用意されていま

すよね。ああいう感じに用意ができるといいかなと。それだと借りていけるけれども、自

分が持っていった本は貸す訳にはいかないということで、学校側で指導員の方が用意して

くださるなど、国立や世田谷などは学校と図書館とお話しする側の団体が話し合って、割

と早目に何をやるかを決めて、図書館が複数本学校に貸し出すということもしているよう

ですけれども、学校に行ったときはなかなかその辺が難しいですね。私たちも柿の木文庫

では関連本を用意して、おはなし会の最後に図書館がなさっているみたいに本の紹介をし

て少し読んでみたり、ブックトークまでは行かないのですけれども、七、八冊、季節の本

や関連本を用意して子どもたちにやると、結構子どもたちはそれを借りていったりするの

ですけれども、やはり学校のおはなし会のときは私たちもそれができていないです。 

○多田委員 質問ですけれども、それは学校から要請されて語りに行く訳ではないです

か。そのときはコーディネーターの方が何日と何日に来てほしいという感じで間に入って

いく訳ですよね。 

○砂川委員 学校側のということですね、はい、そうです。 

○多田委員 そのときは語りのプログラムを送ったりすると思うのですけれども、学校の

図書室と連携できないのでしょうか。もし連携できていれば、例えば、この語りをする、

この詩を読むと言うと関連本を集めておいて、図書館でやるみたいにブックトラックに乗

せておいてもらうという形がとれるのではないかと思うのですけれども、それがやれてい
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ないということなのですか。 

○砂川委員 そうです。現状として今のところ。それは、こちらの側の責任も半分はある

訳ですけれども。 

○多田委員 それはプログラムが早く送れないということですか。 

○砂川委員 それもありますし、希望の図書を出せないというところもあります。 

○多田委員 例えば、そろっていないということですね。 

○山口委員長 今の点はよろしいですか。今、多田委員がおっしゃったのは学校のボラン

ティアコーディネーターです。学校図書館も各学校によって大分状況がばらばらであると

いうのは前にこの協議会でも確認をしているところでして要望も出しているのですが、や

はり行く先によって、今問題になっている点はかなり差が出るのですか。それとも、全体

としてそこが課題と感じていらっしゃるのでしょうか。いかがですか。 

○砂川委員 全体として課題と感じています。 

○山口委員長 例えば、語りなりおはなし会のときに関連する本を一緒に出すのは、確か

に読書につなぐのにすごくいい取り組みだと思いますし、私も大学で、語りではありませ

んが、本を紹介するときは必ず関連本を並べて手にとらせるようにする。そうすると、必

ず１人でも２人でも読んでくれる人は出てきます。だから、そのためにはやはり現物がな

いといけない。しかし、学校図書館の方で全部蔵書として持つことは現状では考えられな

い。そこをどうフォローしていくのかになるのかと思います。そうすると、学校の問題も

当然見きわめていかなければいけないと思うので、それはまた機会を得てご発言もいただ

きたいと思いますが、今この場でそれも絡めて何かご意見がございましたら、お願いした

いと思います。 

○中林委員 柿の木文庫さんももちろんそうなのですけれども、この語り手の会の資料の

中で「町田市立○○小学校卒業生のみなさんへ」とあります。その６年間に読んだという

本、これはすばらしいと思います。これを個人で読んでいたら、全部読むことは不可能で

す。これを６年間、そこの小学校のお子さんたちは自分の財産としてため込むことができ

ます。これはやはりすごいことです。国語の授業などでこれだけのボリュームというの

は、まず不可能だと思います。このようにすごいことをずっとやっていたということに、

私はまず感動します。そして、全部の小学校が６年間これを読んだらみんな大変な財産に

なるのではないかという気がします。だから、そういう形ではやはり語り手の会の方たち

が本を選ぶときに図書館にあるかどうかをチェックして、図書館にあるものは、これは図
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書館にありますよと言えば、それは子どもたちは図書館で借りられる……。 

○多田委員 それは当然しています。 

○砂川委員 それはしています。 

○中林委員 失礼しました。そうやっていくと、子どもたちも図書館の利用をしますし、

学校でそれを全部買うことは不可能ですから、これはすごいなと。もし町田の小学校がみ

んなやったら、子どもたちはみんなとても学力アップするのではないでしょうか。 

○鈴木委員 これはほとんど全部素話です。このお話は語っています。 

○中林委員 この本からよと語るのです。低学年はお話を聞くだけかもしれませんけれど

も、だんだん高学年になれば、では、実際に読んでみようと必ず気持ちは動きますね。そ

うすると、やはり図書館と一緒にタイアップしてやるというのはすごいことではないかと

思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。 

 私も、実は語り手の会のおはなし会は聞く側として参加したことがありまして、１つは

文学館でやっているおとなのためのおはなし会、あれは年齢層も幅広くいらっしゃいます

し、大変いいですね。ただ、昼間ですので仕事があるとなかなか行けない。私はたまたま

文学館に用があったのでついでで聞かせていただいていい体験をさせていただきました。 

 もう１つは、町田一小ですけれども、学年全体のおはなし会のときにお願いして後ろか

ら参加させていただきまして、要するに、父兄として参加したのですが、やはり専門とい

うか、ＮＰＯの語り手の会の中で常にトレーニングをされているベテランの方がお話をさ

れる。ですから、子どもたちが本当に集中して聞いている。やはりすごいなと思いまし

た。 

 あと、やはりそういうところで必ず図書館や本ということをきちんと伝えようとされて

いることは大変ありがたいことだと思います。確かにその中から１人でも２人でも利用者

が増えれば、将来の読者層が増えればと私も思う訳ですが、やはり先ほどおっしゃったよ

うに、実際の本を目の前に見せるというインパクトは大きいと思います。ですから、そこ

ら辺がもう少しうまくできると、恐らくおはなし会はもっと効果が上がるかと思います。

今、話が学校が舞台になっているのですけれども、どうですか、伊藤先生、何かございま

したら。 

○伊藤委員 私の勤めている学校では、こういう会の方にお願いしているということはな

くて、ＰＴＡや保護者の有志の方ですとか、あるいは図書館に入っている図書指導員で企
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画をして進めていただいているのが現状です。先ほど、依頼の方法として口コミというこ

とが出てきたと思うのですけれども、まさにそのとおりだと思います。その学校に伝統的

にかかわっていただいている、それから、町田市内の別の学校に異動した読書に関心の深

い教員が、こういう会でやっていただいていたから、ぜひ異動した先でもやっていただき

たいということで連絡をとってお願いをしていく形でだんだんと広がっていくのが現状で

はないかと思っております。 

 それから、我々がいろいろな担任の様子を見ていると、こういった形でおはなし会等を

開いていただくときにどこまでお願いしているかというと、はっきり言って、あるテーマ

を絞って、こういう本についておはなし会をしてください、子どもたちに紹介してくださ

いというのは余り例がないです。やはりとにかく子どもたちの読書の幅を広げたいので、

いろいろな意味で力を持っている、経験のある方に来ていただいて、何でもいいから子ど

もたちに本を読んでいただきたい、紹介していただきたいというイメージがすごく強いで

す。ですから、そこは教員側の問題ですけれども、これから先につきましては、やはりた

だお願いするだけではなくて、ある程度学校、あるいは指導者の自分の学級、学年の見通

しの中でこういう方向の本をぜひ紹介していただければというお願いの方向に変えていけ

ればいいのかと、今お話を伺っていて感じたところです。 

○山口委員長 ありがとうございます。今私もお伺いしていて、学校側でも先生方の口コ

ミで広がっている。逆に、先生方は東京都内で異動されていますから、初めていらして町

田でのそういう地域での活動をご存じないと、なかなか知る機会がない現状もあるという

ことがかいま見られたような気がいたします。 

○清水委員 今、先生もおっしゃったのですけれども、おはなし会をするときにボランテ

ィアコーディネーターの方と先生とおはなし会の方だけで、図書指導員がそこに参加させ

てもらうというか、その場所に一緒に参加しなくても、本をそろえるなど、そういうこと

ではお手伝いできることがたくさんあると思います。図書館の職員の方もおっしゃってい

たのですけれども、行っても学校図書館には行かなくて教室やホールでやってしまうの

で、図書指導員の人はやっていることも余りご存じなくて、指導員の側からすると、あ

あ、やっていたのだという感覚をお持ちの方もいらっしゃるような気がします。やはり本

を手渡そうという目的がある訳ですから、そこに必ず指導員さんに、こういうことがある

ので本の用意を頼めるだろうかと。もちろん借りられている本を返してくれということは

できないから全部がそろうとは思いませんけれども、そのように指導員さんにも声をかけ
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ていただけると、語り手の会さんが言っている本を手渡すということに対しては一歩進め

るのではないかと思います。 

○鈴木委員 柿の木では主に指導員の方と連絡をとったりしているので指導員の方を通し

てプログラムも行っているのですけれども、あえて必ずこういうものを用意してください

というところまで持っていっていないせいもあるかもわからないです。 

○多田委員 学校によってかなり差があるのではないでしょうか。 

○鈴木委員 私たちからもできるだけおはなし会に使う本は用意してくださいということ

を改めてお願いすればいいかもしれないですけれども、おはなし会の目的としては、もち

ろん本を手渡すこともありますけれども、やはり耳から聞いて想像するなど、楽しむとい

うことでそういう力がつくということもあるので、必ずしも本に直結するのでなくても、

それが本を読む楽しさとか、本を読む力に間接的にはつながると思います。ですから、今

までそればかり求めてはいなかったのですけれども。 

○久保委員 子どもの読書推進というのは、いろいろな側面から協議会で気がついたこと

をいろいろ提言していくのはすてきだと思うのですけれども、前に、学校図書館のことは

提言しましたよね。今回言っているのが地域活動という、その切り口だと思います。少な

くとも地域活動でもう既にすごくキャリアのあるところからもっとこういう支援をしても

らわないとなかなか活動がしにくいという発言が出てきている訳で、それはやはり大切な

切り口だと思います。これから子どもの読書推進といったときに、30年など本当に長くや

っている、また、とても会員数を持っているところが情報発信できないなど問題点を挙げ

ているということは、やはり協議会としても外に伝えるべきことではないかと思います。 

 さっき地域活動で、生涯学習審議会の報告の中で地区協議会を新しい仕組みとしてスタ

ートするということがあったのですけれども、その新しい仕組みというのは新しい仕組み

で、それはそれぞれに必要があって出てくることは大切なことかもしれない、私は話し合

いに出ていないので、それがどういうものかはわかっていないのですけれども、新しい仕

組みがスタートするということと別途で、ずっと継続しているもので本当に外から評価さ

れているものは大切にするべきだと思います。図書館で子ども読書推進ということはとて

も大切なことなので、協議会でこの切り口が今回発信できるということは大切なことだと

思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。 

 今、久保委員もおっしゃったように、特に地域文庫というのは町田が発祥ですから40年
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の歴史がある訳です。数字は後で訂正いたしますが、最初の文庫は1962年でしたか、その

当初からやはり地域文庫は市民が自分たちの力でやっているけれども、当然蔵書の数は足

りなくなる。すぐ疲弊してしまう訳です。そこで、地域文庫に対して親文庫としての公共

図書館という位置づけで、浪江虔氏が協議会の初代の委員長ですけれども、当時そういう

発想で。実際には地域文庫の主催者の主婦の人たちが請願を出して団体貸出等の枠を大き

くしていったという歴史があります。 

 そう考えますと、町田の図書館は、やはり地域文庫や、そういった活動を支援するとい

うのは伝統的にあるスタンスだと思います。ですから、それをうまく両者活用していくと

いうこと。目的はやはり子どもの読書のきっかけづくりですから、そこに学校も入るし、

いろいろな地域の組織も入る訳ですから、そのときに出てくる問題として今協議会に挙が

っていることは、１つは場の問題、もう１つは、やはり情報です。情報というのもおはな

し会の開催から人材の発掘、さらにはそういった人材を発掘するだけではなくてうまく既

存の組織とリンクさせながら活動を続けていくといったところがまずポイントとしてある

のかと思います。 

 それから、さきに学校図書館に関して提言を出したときと同じですけれども、やはり学

校図書館の蔵書は決して十分ではない。ですから、それを公共図書館が支援していく意味

での団体貸出もある訳ですが、おはなし会は語り手の会や地域文庫だけではなくて、恐ら

くＰＴＡの活動でもございます。そういうときに、実際に学校図書館にしかない本でやる

ということではなくて、もっと幅広く本を提供していくときに、やはり公共図書館と連携

して出せるような仕組みがあるといいのかと。 

 あとは、そういったおはなし会をやっている組織が町田でどれだけ活動しているかを伝

えていかないと、子どもたちに直接伝えることはできないですから、１つ大きいのは、学

校という場で伝えていただく、先生方に知っていただいて、いろいろとお声がけをいただ

く。時には、ほかの自治体では図書館員が学校へ出前してブックトークをやるという活動

もありますから、そのようなところでもいろいろと協力できるところがあるのではないか

と思います。 

 今、久保委員もおっしゃったように、そういうことをまず伝えていくことが大切だろう

と。それもそのとおりで、恐らくそういった活動を知らない利用者、図書館の利用者でも

知らない人もいるし、学校で語り手の会さんがおはなし会をされていますけれども、私は

たまたまそれを知っていたので、今日はこんな話を聞いた、あんな話を聞いたという報告
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を子どもから受けていましたが、最後に６年間のこのようなおはなしリスト、これをいた

だいたときに、やはりすごいなと。中林委員と同じく、私も感動しました。恐らくその時

点になって初めて知った保護者も相当いるという気がするのです。 

 だから、そうではなくてもっと前から知っていれば、今度図書館のおはなし会に行って

みようかとか、としょかん子どもまつりに行ってみようかというきっかけにもなるし、あ

と、おはなし会のアナウンスや、としょかん子どもまつりのアナウンスも、パンフレット

をつくっても、なかなかそれが子どもたちまで手渡されていないかもしれない。そういう

ときに、おはなし会のきっかけで、今度こういうことがありますよというので、ちょうど

気持ちが乗ったところで次々と情報が出されるとおもしろいと思います。 

 そういう意味で、学校、あと柿の木文庫さんのような活動もあるので、可能性があるの

は保育園、幼稚園、小さいお子さんです。そういうところをもっともっと活性化させて支

えていく役割は図書館ならできるのではないかと思います。職員数が今だんだん縮小する

中でお仕事は大変かと思うのですが、逆に子どもの利用者を増やすことは将来の利用者を

増やすことにもなりますから、ぜひ力を入れていただければと思うし、協議会としてもそ

の方向で何か提案をしていけるように受けとめられればいいのかと、今日の報告を伺っ

て、また、皆さんの議論を伺って私は考えております。 

 あといかがでしょうか、残り15分ぐらいです。 

○市村委員 私はこういう方面は全く疎くて、非常に興味深くお話を伺ったのですけれど

も、基本的なことなのですが、鈴木さんの報告で知りたかったのが、先ほどの２本目の柱

の施設の提供のところで、「地域文庫主催のおはなし会に図書館のおはなし会室を使わせ

ていただけるとありがたいのですが、現在は、図書館は貸館をしないという原則があっ

て」とあるのですけれども、この原則というのはどういう原則なのでしょうか。 

○尾留川館長 これは歴史的には結構いろいろあったように聞いています。資料が具体的

に文書になっているものがないのですけれども、図書館がおはなし会ボランティアの育成

のためにボランティア養成講座を行う。その前から地域館はあって、地域館は、浪江先生

も含めて地域館独自での動きはもちろんされてきた。図書館としては、おはなし会のボラ

ンティア、結局は読み聞かせのボランティアの育成のために図書館で実施する事業として

ボランティアの育成を行っていった。その卒業生を、確かに以前は卒業した後に自分たち

で活動する場としてどこがいいのかという話の中で、地域文庫であったり、語り手の会を

紹介してきた経過があることは聞いています。 
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 ただ、それ以降で、卒業した方がなぜそういうところに属さなければいけないのかとい

う議論が出たということも聞いてはいます。自分たちで、ここで図書館にボランティアと

して参加するために養成講座を受けたのであって、どこかの会に属するためではないとい

う話になったときに、目的が違いますので図書館としてそれについて反論はできなかった

という状況だったと思います。そうなったときに、図書館のおはなし室が図書館の活動と

して行われているのか、場合によっては私的な活動として行われているかの境界がなくな

ったのではないかと。ですから、例えばですけれども、先ほど言った学校のＰＴＡの保護

者の方が自分たちの子どもたちのためにおはなし会をやったこと自体が公益的な活動にな

るのか。そのために、例えばおはなし室の貸出を行うことによって裾野が大きく広がっ

て、結果的におはなし室そのものの運営ができなくなるという話になってきたのかと思い

ます。 

 ですから、かなり幅が広くて、地域文庫は公益的な活動として地域の子どもたちのため

の活動となっていることはわかっているのだけれども、でも、実際にはそれ以上。では、

どこで線を切ればいいのかということに苦慮して、図書館が実施するおはなし会以外につ

いての貸し室は行わない方向になったのかというところがあります。そのあたりのどう検

討されてきたかという経過的なことは私も気になって以前に調べてみたのですが、記録と

してはわからない。ですから、そのあたりについては語り手の会の増山さんとも前にお話

をさせていただいたことがあって、おはなしボランティアということになると今目的がさ

まざまになっていますので、そのあたりの整理をしないと施設の利用のルール化が難しい

とは感じています。 

 あともう１点は、図書館と団体という関係ではなくて、やはり横の連携、文庫であれば

文庫全体としての協議体であったり、ほかの団体との協議体を自主的につくられるという

状況がどこまでできるのかもやはり出てくるのではないかと。公共とボランティアやそう

いった団体という関係ではなくて、団体そのものがいろいろな活動をしている、幾つもで

きているのは本来望ましいことで、ただ、それが先ほど言ったように横に連携して１つの

生命体のように１つ１つの細胞がうまくつながり合って機能している状況になったとき

に、初めて公共側は一定の対応ができるようになるのではないかと思います。その辺の組

織化がどのようにできるのかは、こちらとしてもまだ見えていない。 

 その辺は私もずっと課題に思っていまして、その関係で、先ほど鈴木委員にもお話しし

ていただきましたけれども、具体的にどれぐらいのところがどれぐらいの活動をしている
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のかという調査を前に図書館活動をすすめる会が町田市の状況を調査された経過がありま

すけれども、町田市だけではなくて東京都の30の市町村全体を調査しようということで本

年度から調査を始めたということがあります。では、他市の状況はどうなっているのか、

それぞれどんな活動で、それこそ先ほど言った横の連携はどういう形でとれているのか、

特徴的な取り組みがどうなっているのかについて情報がなかなか収集できない状況があっ

たので、今それをやっている最中です。できれば来年の多摩の図書館大会でその取りまと

めを一定程度発表してもらおうと考えています。 

 ですから、少し時間をかけてそういうところをやっていかないと、読み聞かせも含めて

余りに範囲が広過ぎて収拾がつかないということで、図書館側としてはその部分で、言い

方はあれですが、少し弱気になってしまっているということがこの結果になっているのか

と思います。 

○鈴木委員 私もここで提案しているのは、ボランティアなら何でもいいということでは

なく、柿の木文庫としては、鶴川図書館と駅前図書館に毎月文庫のメンバーが入っていま

す。だから本当に相互協力体制ができればよくて、図書館に協力している、ボランティア

として登録している、せめてそういう団体にはおはなし会室を提供するという、例えば、

ＰＴＡでもボランティアだからいいのではないかと広げたら、やはりそこは何かで判断を

しなければ、百かゼロかではなく、そこら辺は図書館側が判断されることだと思います。

子どもたちのおはなし会を図書館と一緒にやっているかどうかというところで見分けてく

ださればいいのではないかと思います。本当にさっき言ったような、人数が少なくても毎

月誰かを出していて、個人で登録しているのではなくて文庫として登録しているので毎月

必ず、月に２回ずつ入っています。だから、鶴川の方にも１人ずつ、駅前の方にも１人ず

つ入っているということもやはり判断基準として。 

 今、なぜそのようになったかということは初めて伺ったのですけれども、私がここで提

案しているのも、そういう横のつながりもつくれない。今、プライバシーであったり、図

書館のホームページなどにこういうおはなし会がありますよということで、そこで見つけ

られれば横の連絡もとって文庫みたいなものができるかもしれないのですが、今は本当に

ばらばらでどういう団体が活動しているかもわからないので、今度の調査でそういうこと

がわかったら、いつまでも図書館主体というのではなくても、最初はやはり図書館が音頭

をとってそういう人たちを集めてやってくださるなどしないと、ボランティアの方も鶴川

の中で最初は電話など情報を出していただけなかったのですが、演目を相談したりするの
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でということでみんなの了承を得て電話番号などをいただくようになったので、やはりそ

れは必要と考えていっていただければと思います。 

○久保委員 鈴木さんが今言ったのは私もとてもよくわかるのですけれども、私がさっき

言ったのも、30年など長く活動していて、それこそ図書館と協力してやっているところで

こういう困ったという、問題だということの発言が出てきていることがとても大切なので

はないかという発言をしたのですけれども、今回第４回になるまちだとしょかん子どもま

つりなどでも、やはりそういう核になるところがきちんと長期的な視点を持って、こうい

うことは大切だから、スタート時点では自分たちの負担は大変だけれども、図書館と児童

と協力してやっていこうなど、そういう強い思いがあるところがいなくなったらこういう

事業も続かないと思います。やはりいい面があったら支援するのを図書館として、公の動

き方としてお願いしたいと、私は個人的には思います。 

○尾留川館長 意図として、その辺のところについては当然のことながらあることは間違

いないのですけれども、現実的なルール化ということですね。先ほどの個人情報もそうで

すが、公の機関が情報を収集するに当たっての、ある意味では情報の収集の際には相手の

承諾を確実にとらないといけない。今回も30市町村の調査をするということをこちらから

提案していった際に、かなりの自治体から拒否反応がありました。相手の団体や、団体の

名称だけではなくて代表者の氏名などについても収集するのか、活動の内容についてもど

こまで出すのか。そういった意味で、活動自身を外に向かって提供していくことは、どこ

の地域もかなり厳しくなっているということがあります。逆に町田の方がまだ状況的には

恵まれている部分もあります。もっと進んでいるところももちろんありますけれども。 

 ですから、そういう実態があることも理解していただいて、図書館が支援するといった

ときに、協力していただいているところについて相互の利益のためにそこをやっていきま

しょうという考え方がもちろんあるのはそうなのですが、一定の公平性を形としてつくら

なければいけないところもありまして、そのあたりが、特におはなし会や読み聞かせのル

ール化が一番難しいところに立たされているのかなと。 

 紹介するという行為そのものから問題の発端が始まっています。ですから、そのあたり

については、先ほどもお話ししたように、少し横連携で整理できないか。活動している人

たち同士でお互いがお互いの情報をしっかりと交換する。それが全体の協議体として、こ

こまでは自分たちのポリシーとして、こういうことまでは活動として全体の利益でやって

いくのだというところができてきて、そういうところとの協働を進めていきましょうとい
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うと、図書館としてはやりやすい面もあります。 

 だから、１つのステップとしても、今回５回目になりますけれども、そういった活動は

こちらとしても重要だと思っています。全体の中でみんなで協働して取り組んでいくこと

で１つの共同体というか、協力関係ができ上がったところと図書館としてはやっていきま

すよということにすれば、そちらの方にどんどん入っていっていただけるのではないか

と。その際には、図書館の活動に協力をいただけるということの中で、先ほどの施設の利

用ですとかの整理ができてくると思っていますので、図書館についてもまだやはり課題が

ありますけれども、双方がそのあたりの課題を認識して進めていければと思っています。 

○山口委員長 ありがとうございます。そろそろ時間になりますので、論点を改めて整理

して、また後日検討を続けたいと思います。 

 今日、実際に地域文庫と語り手の会の活動についてお話をいただいて、それをきっかけ

にかなりいろいろな問題点が見えてまいりました。 

 引き続きまして、次回、今度は、今日もテーマとして少し顔を出していましたけれど

も、学校図書館、また学校でのおはなし会、今日のところと内容が少しかかわりますが、

特に学校図書館の立場からということで清水委員に準備をお願いしておりますので、来月

はそちらとあわせてまた議論を深めていきたいと思います。 

 あと、今館長からお話がありましたけれども、町田の事例だけではなくて、特に他市の

先進事例、文庫連などをつくっている自治体もございますので、ぜひこういうところの事

例は参考になるのではないか。私の方でも探したいと思いますので、ぜひそういう事例な

どを見つけられましたらば協議会に資料などのご提案をいただければと考えております。 

 今日の協議会はここまでですが、あと、清水委員から宣伝があります。 

○清水委員 お手元に何枚かチラシを配らせていただきました。まちだとしょかん子ども

まつりは今準備中なのですけれども、その中で特に早目にお知らせしたいと思うものが幾

つかありましたので、お知らせします。特に伊藤先生、小学校の内容ですのでよろしくお

願いします。 

 １つは、「どの本読もうかな？！」という、町田の図書館活動をすすめる会の講演会で

す。夏に小教研で広瀬先生をお呼びして講演会をされていると思うのですけれども、その

後半年たちまして、また本もたくさん出ていますので、ぜひ先生たちにも来ていただけた

らと思います。 

 それから、学校図書館を考える会のチラシができたので、「作ろう・あそぼう！オタマ
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ジャクシとカエル」ということで、科学あそびをしますので、ぜひお子さんたちに来てい

ただきたいと思ってチラシを配らせていただきました。 

 最後、「カイコと町田」というピンクのチラシですけれども、これは今回初めて参加さ

れるまちだ史考会という歴史のサークル、高齢の方がたくさんいらっしゃる会なのです

が、その方たちが今度参加してくださることになりまして、文学館で３月29日に「カイコ

と町田」ということで養蚕の話をしてくださることになりました。小学校３年生でカイコ

を勉強されるということで、先ほどこの代表の方とお話をしましたら、ちょっと見てくだ

さいということで、明治39年の地図に、桑畑の地図記号に全部色をつけて、町田の中にこ

んなに桑畑があって、色がついているのですけれども、田んぼはこれだけなのに桑はこん

なにあるのだということが一目で見られるような資料をお持ちでした。 

 展示とお話ということで、展示は10時から16時までやっていて、そのときに会の方がず

っと待機していて解説もしてくださるそうですので、お話の時間ではなくても会の方とは

お話しできると思います。今、お孫さんがいらっしゃる方はお孫さんからいろいろ情報を

得ていらっしゃるみたいなのですけれども、何しろ小学校と接点がないので、これをやる

けれども、お客さんが来てくれるかどうかといってとても心配していらっしゃるので、私

の会ではないのですけれども、何かと機会があったらコマーシャルをしなければと思って

やってまいりました。 

○多田委員 ビブリオバトルと重なってしまうかもしれないですね。 

○清水委員 そうなのです。ビブリオバトルは、もし千田先生がいらしたらビブリオバト

ルのバトラーさんの募集をしようと思ったのですけれども、千田先生がいらっしゃらなか

ったので今回はだめだったのですけれども、そういうことで。 

 もう１つ、これは掲示だけですけれども、今回、町田の地名ということで、図書館の児

童コーナーの右側の大壁面に地名の由来ですとかお話を簡単に掲示してくださるそうで

す。それもぜひ見ていただきたいと思います。 

○山口委員長 あと１点、資料の説明が足りませんでした。 

 前の協議会委員の水越委員から「東京都公立小・中学校の学校司書配置状況」、２つ折

のサイズの表をご提供いただきました。2014年５月１日の調査ですが、現状ということで

あります。後ろ側に作成者で鈴木久美子さんのお名前があります。これの中で町田の状況

も出ておりますので、今後の審議の過程の資料としてご活用いただければと思います。 

 最後に、次回の定例会でございますが、２月26日木曜日、３時から５時ですが、場所
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は、中央館がシステム更改でホールが使えないようですので、文学館の２階の大会議室が

とってあるということでございます。ですので、２月26日、次回の協議会は文学館という

ことでお間違いないようにご参集いただければと思います。 

 また、会場が中央館から離れますので、もし印刷等の配付物の印刷依頼がございました

ら、できるだけ早目に事務局へお回しいただくようにお願いしたいと思います。よろしい

でしょうか。 

 それでは、本日の協議会はここまでで終わりにしたいと思います。どうもご苦労さまで

した。 

 

―了― 

 


